
※本パースはイメージです

内容

１．全体事業

２．新施設の概要

① 事業全体に係る説明
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1.  全体事業
R12~R7~R11R6R5R4R3R2R1

住⺠説明会
環境影響評価
基本計画
発注準備及び
事業者選定
設計・建設工事
施設稼働
現施設解体 (予定)

年度動き

⽥⾈の⾥
（現施設を継続）

建設用地
現在、附属休憩所

及びグラウンド

現・⻲⽥清掃
センター

施設へのごみの
持込について

1.  全体事業

➊
➋

➌

➍

➏
➎

聖籠町新⽥（継続） 
豊栄（焼却停止） 

鎧潟（焼却停止） 

⻲⽥（更新） 

 新津(H28 焼却停止)  白根(H24 焼却停止) 

 

 

 

 

聖籠町

新発⽥地域広域
事務組合で処理

・ 更新後の⻲⽥清掃センターも含み、
上記6施設で継続します。

焼却施設の配置
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2.  新施設の概要（事業方式・事業者）

R32〜R31・・・・・R14R13R12R11R10R9R8R7

元請︓JFEエンジニアリング㈱
協⼒︓㈱福⽥組

丸運建設㈱
五⼗嵐建設⼯業㈱
㈱栗⽥⼯務店

設計・建設工事 次期運営

運営主体
は未定

DBO契約により
設計・建設・運営を一体で契約

運営（20年間）

事業者︓かめだエコサービス㈱
※本事業のために設置する特別

目的会社
出資︓JFEエンジニアリング㈱

JFE環境サービス㈱

JFEエンジニアリンググループ

（市）設計・施⼯監理 （市）運営モニタリング

排ガス等による環境負荷の低減環境にやさしい

省エネルギー、効率的な発電低炭素社会を推進

安定で確実な処理安心・安全

防災拠点活⽤、災害廃棄物の早期処理災害に強い

ライフサイクルコストの低減経済性

2.  新施設の概要（基本事項）

基本方針

施設規模

420 t/日（140 t/日×3炉）

発電量 (R12⾒込み)

約75,000 MWh/年 ・ 一般家庭換算で
約25,000世帯分

・ 現施設の2倍以上
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新施設現施設法基準値単位項目

0.010.020.04
(現施設 0.08)

( g/m3N )ばいじん

30約215430( ppm )塩化水素
20約1003,000(※)( ppm )硫⻩酸化物
50200250( ppm )窒素酸化物

0.10.50.1
(現施設 1.0)

( ng-TEQ/m3N )ダイオキシン類

305030
(現施設 50)

( μg/m3N )水銀
(※)想定される排ガス量、煙突⾼さ59mの場合の概算値

（ 12% O2換算値 )

2.  新施設の概要（環境面への配慮）

排ガス基準

騒音・振動基準
建設⽤地は規制区域なし 直近の規制区域における基準値を適用

法基準等より厳しい基準を設定し、環境負荷を低減します。

2.  新施設の概要（環境面への配慮）

大気への影響
景観への影響
水質への影響
悪臭の発生
騒音の発生
低周波音の発生
振動の発生
温室効果ガスの発生
その他

建設⼯事の実施
（現施設の解体⼯事を含む）

施設の配置・稼働及び
煙突からの排ガス

資材及び機械の運搬に
⽤いる⾞両の運⾏

廃棄物運搬⾞両の運⾏

環境への影響

工事中 運営中

○R2〜R5にかけて、環境影響評価を実施済み
工事中、運営中の環境への影響（予測結果）は、評価基準を満足。

○更に、環境保全措置を講じることで影響を低減します。
環境影響評価で確認した項目
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1) 緊急避難場所としての機能
→ 避難が⻑期化した場合は、スペース

として⾒学者ホール等を活⽤
（150人以上）

2) 備蓄拠点としての機能
→  災害⽤備品の確保

3) その他の機能
→ ⽥⾈の⾥の活⽤

1)

2) 3)

2.  新施設の概要（避難所活用等）
○施設機能の早期復旧のため、工場棟や搬⼊道路は盛⼟によるかさ上げを実施

2.  新施設の概要（直接搬⼊⾞両による道路渋滞対策）
）

全体配置計画図

新施設

ごみ搬⼊⾞
出⼊口

⽥⾈の⾥
施設来場
出⼊口

⼊⼝から受付までの⾞路及び
待機スペースの確保

【対策１】

受付・計量・精算の工夫
【対策３】

○スペース拡⼤、受⼊円滑化により、待機⾞両の前面道路での滞留を防⽌します

荷下ろし場所増設
荷下ろし場所分離(一部⾞両除く)

【対策２】

２階：ごみ収集車

１階：市民持込車
計量棟
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内容

1. 建設概要
2. ⼯事⼯程
3. 全体仮設計画
4. 交通安全対策
5. 環境対策
6. ⽥⾈の⾥へ配慮した⼯事計画

②建設⼯事に係る説明

1. 建設概要

建 設 予 定 地

建 屋 構 造

建 屋 高 さ

工事着手予定日

工事終了予定日

工 事 作 業 時 間

工 事 作 業 休 日

新潟市江南区亀田1835 番地1

鉄筋コンクリート造、鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造

39.2m (煙突は59m)

令和8年8月中旬（※1）

令和12年3月末

8時～17時(※2）

日曜日・祝日(※2）

建 築 物 の 名 称 （仮称）新亀田清掃センター

（※1） 新施設建屋の建築における着手であり、現場乗込みは「2.工事工程」参照

（※2） 工事の安全確保や工程の都合により、やむを得ず作業時間や休日を変更する場合
があります。
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1. 建設概要

用途地域

防火地域

敷地面積

建築面積

延べ床面積
各階の

主要用途

指定なし

指定なし

57,825.98㎡
(現施設を含む)

8,343.10m2

14,685.29m2  地下１階-地上５階：
清掃工場

 地上2階,３階,４階：
事務室、見学エリア階数 地下１階-地上５階

最高の軒
の高さ

日影の影響

39.1m

現施設と同程度
※日影規制は無し

基礎工法
の種別

杭基礎・直接基礎併用

建築主

設計者・
工事施工者

新潟市

JFEエンジニアリング(株)

2. 工事工程
令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

設計・調査

準備工事
他

解体工事
（グラウンド・

旧施設地下構造物）

土木建築工事

外構工事

プラント工事

試運転

7月 8月中旬

2月上旬 6月中旬

3月上旬 2月中旬

8月中旬 9月中旬

3月末6月上旬

11月中旬 9月中旬

9月中旬 3月末

契約 竣工

12月ごみ受入開始予定（収集車）

次頁詳細
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給水管等の切り回しなど/田舟の里貯湯タンク更新

2. 工事工程(準備工事他・解体工事詳細）

準備工事他

公園・
グラウンド
解体工事

令和8年度

4 5 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1

令和7年度

2 ３12 1 2 ３

準備工事（仮囲い他）

地上構造物解体･伐採/伐根

地下構造物解体/杭撤去

障害物撤去/山留 掘削/基礎解体遮水工事

擁壁補修

2. 工事工程〜⼟⽊建築工事施工事例(新⽥工事写真より）〜
土留工事杭打ち工事

躯体工事 躯体工事その2
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2. 工事工程〜プラント工事施工事例(新⽥工事写真より）〜
ボイラパネルボイラドラム

電気室制御盤 炉体鉄骨

3. 全体仮設計画

沈砂池
排水処理設備

駐車場
資材置場

工事車両走行ルート

工事車両走行ルート

大型重機設置エリア

工事エリア仮囲い

防音仮囲い

田舟の里

亀田第2埋立処分地

工事車両ゲート
誘導員

田舟の里用
誘導員

既設流用ゲート
誘導員

車両洗浄設備
高圧洗浄機

亀田清掃センター

通
勤
車
両
ル
ー
ト

歩行ルート

動線仮舗装

駐車場

亀田一般
廃棄物処理場

出典：地理院地図を加工して作成

仮設事務所
作業員休憩所

駐車場

工事
排水

工事
排水

沈砂池
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4. 交通安全対策（工事⾞両）
工事車両ルート

工事車両台数（１日あたりの最大）（※）

(※）資機材搬入車両の1日における最大台数を示しており、毎日ではありません。
通勤車両・宅配便等の混載便・仮設用地との運搬車両は含みません。

年度 R7 R8 R9 R10 R11

40 100

12月 11月

110

5月

40

8月
土木建築工事開始 プラント工事開始

最大台数

住宅地近傍を避けた
工事車両ルートを設定します

新潟
刑務所

4. 交通安全対策（工事⾞両出⼊⼝）

①専用出入口設置

②専任の誘導員配置

工事車両出入口安全対策

③ゲートに透明仮囲設置

田舟の里

新施設
現
施設

田舟の里出入口

工事車両
出入口

既設流用ゲート
出入口※

工事状況に応じ
利用時に配置
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5. 環境対策（粉じん）

飛散予測
システム

タイヤ洗浄
装置

 ピンポイント予測による
効果的な散水により粉塵を
発生を予防します

 工事現場から退出する際は、
タイヤ洗浄を行い、道路の汚
損を防止します

 長期間仮置きする土砂には、
環境対応型粉塵防止剤を使
用し、飛散を防止します

対策 効果

粉塵防止剤

目的

粉じんの
発生・

飛散防止

周辺道路の
汚損防止

 工事現場からの粉塵発生・飛散を防止します

5. 環境対策（騒音・振動）

工事現場内の
車両による騒
音・振動低減

 車両の速度監視装置を設
け、場内の走行速度を管理

騒
音

振
動

85
dB

75
dB

80
dB

70
dB

規制値
※

自主
基準値

 工事現場は、騒音規制法等
の指定区域外ですが、自主
基準値を設定。

 自主基準値は指定区域の
規制値よりも厳しい基準を
設定

連続監視装置
の設置

 連続監視装置の設置によ
り、規制値を確実に遵守

※騒音規制法等の指定
区域に適用

自主基準値
の設定

対策 効果目的

 工事現場の騒音・振動を低減します

騒音・振動
の管理

騒音・振動
対策

仮囲い設置
 工事現場全周に仮囲いを設置し、安全確保に加

えて、周囲への騒音を低減
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5. 環境対策（濁⽔流出防⽌および⾬⽔・地下排⽔対策）

工事現場の濁水等
は処理後に排水

 敷地の北側に仮設排水処理設備を設置し、工
事現場の雨水・地下水は、適正処理後に排水し
ます。

 処理水の濁度は、連続モニタリングにより、規
制値を確実に遵守します

 仮設側溝や土堤を敷地周囲に設け、場外への
濁水流出を防止します

仮設側溝
＆土堤

工事エリア

土堤
雨水・地下水

ろ過フィルタ 排水処理装置（※）

仮設沈砂・調整池

山崎排水路

対策 効果目的

 工事現場からの排水による周辺環境への影響を防止します

濁水等
の流出
防止

（※）南側は雨水排水のみであるため、処理設備設置なし

6. ⽥⾈の⾥へ配慮した工事計画

 利用者専用出入口を設置し、専任の誘
導員を設置（休工日除く）

安
全

営
業
の
維
持

 工事中も一部期間（※）を除き
通常営業を維持
※熱供給管等の切替や外構工事の際
には休館となります

■休館期間（予定）
令和８年5月～6月(5日間前後)
令和１２年１月～３月頃

田舟の里

対策

防音 イラスト＋

低減効果
約7～11dB

防音囲い

目
的

 田舟の里利用者の安全と継続した利便性を確保する工事計画とします

 防音囲いにより、工事エリアと区画を
分離するとともに、騒音を低減

 防音囲いにはイラストを付け、圧迫感
を低減
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内容

1. 電波障害の影響
2. 情報の発信方法

③その他

1. テレビ放送の電波障害と対策

 シミュレーションソフトによる影響検討
 現状の電波状況調査（現地調査）

事前調査

 障害発生予測エリアへの説明文書配布
 建設工事説明会の開催（本日）

予測エリアの
方への周知

市に、ご連絡をお願いします。
（循環社会推進課 整備グループ 226-1427）

障害が発生
した時

状況調査・判定

対策実施

工事着工 障害発生の可能性があるのは、
上層階の工事が始まる令和9年の春以降

障害発生予測
エリアの特定

近隣の方

市・工事業者

市・工事業者

建設工事の影響の場合

○アンテナの調整や交換
○ブースター設置
○ケーブルテレビへの切替 など

 建設工事により、弥彦山方向からの電波が遮られ、施設から北東方向の一部エ
リアのご家庭や事業所においてテレビの映りに支障がでる可能性があります。

 この場合、下記の流れで、市・工事業者で対応いたします。
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1. テレビ放送の電波障害と対策

地上デジタル放送しゃへい障害範囲
（シミュレーション結果）

説明文書配布範囲

障害発生予測エリア

可能性がある範囲を示したものであり、
必ず支障が発生するわけではありません。

衛星放送やケーブルテレビの
方への影響はありません

新施設

現施設

地デジ電波
到来方向

2. 情報の発信方法

 建設工事の進捗は専用のホームページを後日開設し、
配信予定です

（注）上記はイメージになります。
（建設工事写真は、新田清掃センター建設工事の写真を引用）

Niigata…

https://〇〇〇

Niigata
…

https://〇〇〇
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周辺環境に⼗分配慮し、⼯事を安全に進めてまいります。
また、より良い施設づくり、適正な施設管理を⾏ってまいり
ます。
地域の皆様におかれましてはご理解・ご協⼒のほどよろしく
お願い申し上げます。

お わ り に

【本事業に関すること】
新潟市
環境部循環社会推進課
TEL︓025-226-1427

【現施設に関すること】
⻲⽥清掃センター
TEL︓025-382-4371

【 ⼯事に関すること 】
JFEエンジニアリング株式会社
現場事務所

（R8年4⽉より開通予定）
TEL:025-212-2495

お問い合わせ先

※本パースはイメージです
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